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アフターコロナにスポーツでまちづくりを

部
活
動
の

地
域
移
行
や

e
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

変
化
を
見
据
え
て

考
え
ま
す

第33号

政務調査報告書

日々の活動はfacebookにて
fb.me/goyo4da

一般質問の会議映像は
宗像市役所HPにて

吉田ごうのホームページ
non3.jp/yoshidago

ご意見、ご感想などメッセージ頂ければ励みになります！

国は令和４年にスポーツ施策の重要な指針であるスポー
ツ基本計画の第３期を策定しました。第２期にはコロナ
感染拡大、東京オリンピック開催、DXやSDGsなど様々な
社会状況の変化がありました。第３期はこれらを反映し、
スポーツの価値をさらに高めるため、新たな「３つの視点」
で＜１２の施策＞を展開しています。

市が令和２年に策定した宗像市スポーツ推進計画（後
期）は、コロナ等の社会的状況や価値観の変化が反映さ
れてないことを指摘し、アクションプランの運用で柔軟に
対応することを確認しました。新たな三つの視点である.
「スポーツをつくる、育む」において運動部活動改革の取組を、「スポーツで集まり、ともに、つな
がる」にておいてコロナ禍で分断した人々をつなぐウオーキングやスポーツ観光をにぎわいにつ
なげる宗像市版スポーツコミッションの取組を、「スポーツに誰もがアクセスできる」において、オ
リパラのレガシーとして、障がい者スポーツの普及啓発の取組等を行います。

このような取組でスポーツのブランディングをすすめていくにあたり、スポーツコミッションの役割
は広がると考えます。12の施策＜⑦スポーツによる地方創生・まちづくり＞では、地域スポーツコ
ミッションの質の向上を支援する事業が行われます。

本市においてはスポーツコミッションの中心となるグローバルアリーナが事業をすすめてきました
が、コロナ禍、そして宗像サニックスブルースの活動休止により状況が変わりました。まずはハー
ドとソフトの能力を存分に発揮できるよう国県市でヒト・モノ・カネの支援を行い、スポーツを活
用して地域の社会課題の解決を促進できるように新たな役割への展開が必要だと考えます。

スポーツコミッションは少子高齢化の中でス
ポーツを活用して人を呼び込む企画を行い、
地域活性化や地域経済への貢献を行う団体
ですが、スポーツを活用したまちづくりの中
心となり、その役割は広がっていきます
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宗像を移住先に選ぶポイントは教育・文化・スポーツだと考えます。アフターコロナの価値観に
あわせて国の＜12の施策＞にあわせてスポーツのブランディングを行い、まちづくりをすすめる
べきです。

12の施策の＜①多様な主体におけるスポーツの機会創出における運動部活動改革の推進＞で
は、部活動の指導が教員の長時間勤務の要因であり働き方改革が必要、少子化による部員不
足とスポーツ環境の悪化、といった部活動の課題があり、その対応策で、中学の運動部活動を
地域のスポーツクラブなどに段階的に移行していく予定です。いままでの「毎日一つの競技を無
償で指導する先生と一緒に頑張る」といった常識を根本的に変えることになり、先生、生徒、親
の思いや、新しい受皿の立ち上げなど多くの課題があります。

国は文部科学省が教員の働き方改革の視点、スポーツ庁がこれからのスポーツの在り方の視点
とそれぞれの立ち位置があり、市は両方を視野に準備する必要があります。すでに、アンケート
実施や県の地域運動部活動推進事業として軟式野球とバスケットボールをモデル競技とした実
践研究など他市に先駆けて改革がすすんでいます。今後、本市の特徴であるグローバルアリー
ナの高いレベルのソフトとハードを受け皿として活用し、学校や競技にこだわらず、生徒が選択
できる仕組みをつくるべきだと考えます。

12の施策の＜②スポーツ界におけるDXの推進＞で
は、デジタル技術を活用した新たなスポーツの楽し
み方を創出するための施策が展開されます。近年で
はｅスポーツがまちづくりに活用されています。ｅス
ポーツとはエレクトロニックスポーツの略で、コン
ピューターゲーム、ビデオゲームを使った対戦をス
ポーツ競技として捉える際の名称と定義されていま
す。コミュニケーションや体力が必要で大会前には
合宿が行われ、ビジネスマッチングされるなど新しい
スポーツの形として注目されています。今後、ユリッ
クスやグローバルアリーナを会場候補地として来訪
者や交流が生まれる活動がすすめられます

スポーツで住宅都市むなかたを推進！
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現　在

3月、宗像市田熊生まれ
東郷小学校～中央中学校卒業
宗像高校卒業
福岡大学経済学部卒業
株式会社トランスオービット（旅行業）
入社、平成24年6月退社
10月、宗像市議に初当選
宗像市議に三選を果たす
宗像市久原に在住
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宗像市議会議員吉田ごう

８月 夏合宿やコミセンのイベント、季節の行事などが開
催され、アフターコロナに移行しているのを感じま
す。コロナによる変化をチャンスに出来るように勉
強します。

７月 ３年ぶりに田熊山笠が動きました。コロナ禍で試行
錯誤の運行でしたが、東郷小学校の清道入りで子
供達の歓声を聞いた時には感無量でした。

６月 定例会では施政方針に対して会派を代表して代表質
問を行いました（代表質問の時はGO！剛！ニュースは
作成していません）長年会派で取り組んでいた「保育
士の賃金及び地方公務員等の給与にかかる地域区
分の見直しに関する意見書」を提出し可決しました。

吉田ごう 議員活動ダイジェスト

熱血スポ根主義からエンジョイスポーツに？
ゲームがスポーツ？？ 大きな変化が起こって
います


